
第59回神奈川県生徒体力つくり研究発表大会

令和６年度神奈川県中学校保健体育研究協議会

令和７年２月19日(水) 神奈川県立総合教育センター

神奈川県教育委員会 保健体育課



学校教育において、

「保健体育科」は必要ですか？



なぜならば・・・



内容

１ 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等

調査結果

２ 次期学習指導要領改訂に向けた動向



１ 令和６年度全国体力・運動能力、運動習慣等

調査結果



体力合計点



種目ごとの平均値



【実技に関する調査】

全国（令和６年度）
〇 体力合計点は、中学校男子ではコロナ前の水準に戻ったが、
小学校男子及び中学校女子では前年度からほぼ横ばい、
小学校女子は引き続き している。

神奈川県（令和６年度）
〇 体力合計点について、中学校男子では調査開始以来最も高
い数値を記録、小学校男子及び中学校女子では前年度から向
上、小学校女子ではほぼ横ばいである。



生徒質問紙調査①

「目標（ねらい・めあて）を意識して学習することで、
「できたり、わかったり」することがありますか」



生徒質問紙調査②

「友達と助け合ったり、教え合ったりして学習することで、
「できたり、わかったり」することがありますか」



生徒質問紙調査③

「ICTを使って学習することで、
「できたり、わかったり」することがありますか」



生徒質問紙調査④

「授業の最後に、その授業で学習したことを振り返る活動があることで、
「できたり、わかったり」することがありますか」



保健体育授業の充実①

令和６年度健康・体力つくり推進フォーラム基調講演資料より



保健体育授業の充実②

授業での話し合い

助け合い、
役割を果たす活動

目標設定

振り返り

練習や場の工夫

「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた一層の授業改善をお願いします



令和６年度 全
国体力・運動能
力、運動習慣等
調査の結果（概
要）について
（スポーツ庁）
2024年12月



共生について

運動やスポーツとの多様な関わり方を重視する
観点から,体力や技能の程度,性別や障害の有無等に
かかわらず,運動やスポーツの多様な楽しみ方を共
有することができるよう指導内容の充実を図るこ
と。その際,共生の視点を重視して改善を図ること。

現行学習指導要領における保健体育科改訂の要点

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編 Ｐ１０



男女共習について

令和６年度神奈川県中学校体育連盟研究部保健体育科アンケート調査



すべての子どもが参加できること（包摂性）

○ 特定の分類に分けて、それを入れてあげる、入れてもらうということではない。方向性が
あるわけではない

○ 同じ子ども全員がそこにいて、一人ひとりが参加できること
（インクルージョンを前提として取組をデザインする。「ついていけない」「お客様」発想からの脱却）

インテグレーション
（統合）

従来の構造を変えずに子ども

に適合を求める

インクルージョン
（包摂）

子どもたちの状況に合わせて
構造をデザインする

総合教育センター体育指導センター『令和６年度共に学び共に育つ体育授業の実現に向けた調査研究報告会』インクルーシブ教育推進課



２ 次期学習指導要領改訂に向けた動向



初等中等教育
における教育課
程の基準等の
在り方について
令和６年12月

初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について
（令和６年12月25日中央教育審議会諮問） 概要



初等中等教育における教
育課程の基準等の在り方
について 令和６年12月

主な審議事項



顕在化している３つの課題

初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について 令和６年12月

課題② 学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば

習得した知識を現実の事象と関連付けて理解すること、概念としての知識の習
得や深い意味理解をすること、自分の考えを持ち、根拠に基づいて他者に明確に
説明すること、自律的に学ぶ自信がある生徒が少ないこと等に依然として課題が
見られます。

課題① 主体的に学びに向かうことができていない子供の存在

学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向かうことができていない子ども
が多くなっています。

課題③ デジタル学習基盤の効果的な活用

我が国のデジタル競争力は他国の後塵を拝しており、社会全体の生産性や創造性
を高めていく観点からもデジタル人材育成の強化は喫緊の課題です。



参考：今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会論点整理 令和６年９月

改訂の基礎資料（論点整理）

４ 多様な個性や特性、背景を有する子
供たちを包摂する柔軟な教育課程

子供が興味・関心や能力・特性等に応じて・・・
学習者が主体的に学ぶ中で自ら学習を調整しつ
つ資質・能力を身につけることの重要性やその中
で教師が発揮すべき指導性について、具体的に
議論し、位置付けを検討すべき。

「自律的学びを生み出す」≄「子どもに全て委ねる」

課題① 主体的に学びに向かうことができていない子供の存在

原本一読
20分！



保健の見方・考え方

保健の見方・考え方については,疾病や傷害を防止するとともに,生活の質や生きが
いを重視した健康に関する観点を踏まえ,

「個人及び社会生活における課題や情報を,健康や安全に関する
原則や概念に着目して捉え,疾病等のリスクの軽減や生活の質の
向上,健康を支える環境づくりと関連付けること」
であると考えられる。

課題② 学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば

習得した知識を現実の事象と関連付けて理解すること、概念としての知識の習得や
深い意味理解をすること、・・・

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編



「感染症の予防」① 【知識】

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編

㋐感染症の予防
感染症は，病原体が環境を通じて主体へ感染することで起こ

る疾病であり，適切な対策を講ずることにより感染のリスクを
軽減することができることを，例えば，結核，コレラ，ノロウ
イルスによる感染性胃腸炎，麻疹，風疹などを適宜取り上げ理
解できるようにする。

概 念



「感染症の予防」② 【知識】

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編

病原体には，細菌やウイルスなどの微生物があるが，温度，
湿度などの自然環境，住居，人口密度，交通などの社会環境，
また，主体の抵抗力や栄養状態などの条件が相互に複雑に関係
する中で，病原体が身体に侵入し，感染症が発病することを理
解できるようにする。

概 念



「感染症の予防」③ 【知識】

中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編

感染症を予防するには，消毒や殺菌等により発生源をなくす
こと，周囲の環境を衛生的に保つことにより感染経路を遮断す
ること，栄養状態を良好にしたり，予防接種の実施により免疫
を付けたりするなど身体の抵抗力を高めることが有効であるこ
とを理解できるようにする。

原 則



「感染症の予防」④ 【学習内容の系統】

小学校 中学校 高等学校

小学校学習指導要領（平成29 年告示）解説 体育編、中学校学習指導要領（平成29 年告示）解説 保健体育編、高等学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編 体育編

（略）その予防には，病原
体の発生源をなくしたり，
移る道筋を断ち切ったりし
て病原体が体に入るのを防
ぐこと，また，予防接種や
適切な運動，食事，休養及
び睡眠をとることなどに
よって，体の抵抗力を高め
ておくことが必要であるこ
とを理解できるようにする。

身近な生活

感染症を予防するには，
消毒や殺菌等により発生源
をなくすこと，周囲の環境
を衛生的に保つことにより
感染経路を遮断すること，
栄養状態を良好にしたり，
予防接種の実施により免疫
を付けたりするなど身体の
抵抗力を高めることが有効
であることを理解できるよ
うにする。

個人生活

（略）感染症のリスクを軽
減し予防するには，衛生的
な環境の整備や検疫，正し
い情報の発信，予防接種の
普及など社会的な対策とと
もに，それらを前提とした
個人の取組が必要であるこ
とを理解できるようにする。

個人及び
社会生活



課題③ デジタル学習基盤の効果的な活用

順位 国名 順位 国名

1 アメリカ 21 アイルランド

2 オランダ 22 オーストリア

3 シンガポール 23 ドイツ

4 デンマーク 24 チェコ

5 スイス 25 ニュージーランド

6 韓国 26 ルクセンブルク

7 スウェーデン 27 フランス

8 フィンランド 28 リトアニア

9 台湾 29 カタール

10 香港 30 サウジアラビア

11 カナダ 31 スペイン

12 アラブ首長国連邦 32 日本

13 イスラエル 33 マレーシア

14 ノルウェー 34 カザフスタン

15 ベルギー 35 タイ

16 オーストラリア 36 ポルトガル

17 エストニア 37 スロベニア

18 アイスランド 38 バーレーン

19 中国 39 ポーランド

20 イギリス 40 ラトビア

日本の
デジタル競争力は

３２位

文部科学省『令和６年度各教科等担当指導主事連絡協議会事前視聴資料』令和６年６月



参考：今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会論点整理 令和６年９月

改訂の基礎資料（論点整理）

ICT 等のツールが「深い学び」に繋がっ
ていない例もあることに留意

課題③ デジタル学習基盤の効果的な活用

原本一読
20分！

情報活用能力については、教育課程全体
での扱いに加え、各教科等を通じた具体的
な充実方策も併せて検討。



ICT機器（タブレット端末等）の具体的に活用について

R元年度 R６年度

令和６年度神奈川県中学校体育連盟研究部保健体育科アンケート調査



令和６年度神奈川県中学校体育連盟研究部保健体育科アンケート調査

ICT機器（タブレット端末等）の具体的に活用している場面

R元年度

R６年度



文部科学省『令和６年度各教科等担当指導主事連絡協議会事前視聴資料』令和６年６月

ICTの活用

🔴 教師のタイミングやペースで・・・１回き
り見せられるんじゃなくて、子ども一人一人
の判断や都合により、各自のタイミングや
ペースで、動画を必要に応じて止めたり戻し
たりしながら何回でも見られるようになった。

🔴 このことの意義は、個別最適な学びの推進
にとって実に大きなものがある。



GIGAとの圧倒的親和性

文部科学省『令和６年度各教科等担当指導主事連絡協議会事前視聴資料』令和６年９月

保健体育科との相性も抜群



文部科学省『令和６年
度各教科等担当指導主
事連絡協議会事前視聴
資料』令和６年６月

🔴 情報は知識ではない。私たちの自発的な注意
や、記憶や認知判断、意味づけなどを伴うものだ
けが、知識となる。インターネットから単に受容
した情報は、脳科学の知見からも記憶に残りにく
いことが分かっている。

🔴 学校教育では、従来、あらかじめ選択した情報
を子どもたちに与え、それを知識化させることに
主な力を注いできた。知識化の重要性は、デジタ
ル時代でも変わりはない。むしろ、情報過多の時
代にあって、情報を知識化するための具体的な助
けを必要としている児童・生徒が増えている可能
性はある。

ICTの活用



参考：文部科学省『令和６年度各教科等担当指導主事連絡協議会事前視聴資料』令和６年６月

たとえばスライドを作成する時・・・

情報を検索して貼り付け
ているだけの「集める」に
なっていないか。

集めた情報をある視点
から「整理・分析」して初
めて調べたことになる。

さらに、そこから自分事に引き寄せて考察して自分の意見や
主張を述べたり、新たな問いが生まれてきたりしているなら、
それは「調べる」を超えて、「深める」ことになる。

そこに学びがあるのか見極める教師の目ICTの活用



Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６
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幼稚園、小学校、中学校、高等学校 等
周知・徹底、先行実施等

Ｒ6 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 Ｒ14 Ｒ15 Ｒ16

次期改訂に向けてのスケジュール（想定）



参考：今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会論点整理 令和６年９月

改訂の基礎資料（論点整理）

現行学習指導要領のコンセプトは概ね妥当



最後に



子どもの幸福度（精神的幸福度、身体的健康、学力・社会的スキル）



学校教育において、

「保健体育科」は

なぜ、必要なのか



神奈川県の保健体育科教育に願うこと

保健体育科教育の意義を真剣に考え、
知識・情報・手法を共有し、
常に自己研鑽に励むことで、
目の前の子どもの
よりよい成長につなげていくこと


